
夏
の

一
時
金

（標
準
七

一
万
五
千
円
、
昨
年
比
四

万
円
増
、　
一
昨
年
比
二
七
万
円
増
）
が
支
給
さ
れ
ま

し
た
。
川
崎
社
長
は

「業
績
回
復
で
社
員
に
も
利
益

を
還
元
で
き
る
余
力
が
出
て
き
た
。
」
と
言
い
、
二
千

円
の
ベ
ー
ス
ア
ツ
プ
の
実
施
や
賞
与
の
業
績
連
動
方

式
の
復
活
を
紹
介
し
ま
し
た

（日
経

６
月

１‐
日
）
。

し
か
し

一
時
金
の
業
績
運
動
方
式
も
、
表
１
の
よ

う
に
利
益
に
対
す
る
還
元
度
合
が
以
前
よ
り
下
げ
ら

れ
ま
し
た
。
以
前
の
方
式
で
あ
れ
ば
、
今
年
の

一
時

金
は

一
四
九
万
円
に
な
り
ま
す
。
そ
の

一
方
、
内
部

留
保
は
表
２
の
よ
う
に

一
時
金

一
九
人
万
円
が
支
給

さ
れ
た
二
〇
〇
七
年
よ
り
も

一
九
七
八
億
円
も
増
加

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
で
社
員
に
も
利
益
を
還
元
と
言

え
る
で
し
よ
う
か
。

利
益
を
溜
め
こ
む
の
で
は
な
く
、
従
業
員
の
待
遇

改
善
や
要
員
補
充
に
活
用
す
べ
き
で
す
。
神
戸
製
鋼

で
は
、
関
連
会
社
や
協
力
会
社
の
人
々
も
た
く
さ
ん

働
い
て
い
ま
す
が
、
労
働
条
件
や
待
遇
は
低
く
抑
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
外
注
単
価
を
引
き
上
げ
て
、
外
注

会
社
の
従
業
員
の
処
遇
改
善
も
行
う
べ
き
で
す
。
従

業
員
の
所
得
が
増
え
れ
ば
、
個
人
消
費
拡
大
を
通
し

て
日
本
経
済
活
性
化
に
繁
が
り
ま
す
。
会
社
に
と

っ

て
も
プ
ラ
ス
で
す
。

表 1:神 鋼単独経常利益と年間一時金の関係

① 150億 円 250億 円 466億 円 7001意円

② 127ラ5Pl 134万 円 149万 円 165万 円

③ 127ラ丁IIl 132万 円 143万 円 155万 円

① ;神鋼単独経常利益の水準

② ;前回 (06年決定)の 業績連動方式で計算した一時金

③ ;今回 (14年決定)の     ″

(注)466億 I13は14年度の実績経常利益で、これによっ

て計算された 143万円が 15年の一時金となる。

表 2:内 部留保 (連絡)と 年間一時金回答額

年 度 2007々 千 2015年

内部留保 3,907様まP] 5,885億 円
一時金回答額 198万 円 143フ」「]
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汚
姥
夜
″
役
新
就
智
蓬
部
猛
グ

環
境
省
は

６
月

１２
日
、
山
口
学
部
パ
ワ
ー
側
が
午

部
市
で
計
画
し
て
い
る
石
炭
火
力
発
電
所
の
計
画
段

階
環
境
配
慮
書
手
続
き
で
、
電
力
業
界
に
よ
る
二
酸

化
炭
素
削
減
の
枠
組
み

（以
下
、
「枠
組
じ

が
で
き

て
い
な
い
現
状
で
は

「是
認
し
が
た
い
」
と
表
明
し

ま
し
た
。
（環
境
省
と
経
産
省
は
石
炭
火
力
に
つ
い
て
、

業
界
に
排
出
削
減
の
自
主
的
な
枠
組
み

つ
く
り
を
求

め
て
い
ま
す
が
、
め
ど
は
立

つ
て
い
ま
せ
ん
。
）

船

秩

り

路
色
壕
々

先
の
Ｇ
７
で
は
５
０
年
ま
で
に
世
界
全
体
の
構
宝
効

果
ガ
ス
の
削
減
量
を
、
１
０
年
比
こ
ダ
０
～
７
０
％
の
Ｌ

方
」
と
す
る
首
脳
宣
言
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
年
末
パ
リ
で
の
国
際
交
渉

（Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
１
）
に
向

け
、
国
際

エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関

（Ｉ
Ｅ
Ａ
）
は
効
率
の

悪
い
石
炭
火
力
の
稼
働
停
止
、
新
設
の
見
合
わ
せ
を

提
言
し
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
１
で
Ｅ
Ｕ
な
ど
と
同
等
の

削
減
日
標
が
求
め
ら
れ
れ
ば
、
石
炭
発
電
は
巨
大
な

負
の
遺
産
と
な
り
、
】
これ
か
ら
建
設
す
る
石
炭
発
電
が

想
定
通
り
稼
動
す
る
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。

再

エ
ネ
の
普
及
が
進
む
欧
州
で
は
、
原
発
や
火
カ

発
電
が
再

エ
ネ
と
の
価
格
競
争
に
敗
れ
不
採
算
化
す

る
事
態
が
起
き
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
で

〇
〇
？
排
出
量
を
削
減
す
る
動
き

が
世
界
中
に
広
が
る
中
、
石
炭
火
力
を
経
営
の
柱
と

し
て
推
進
し
て
大
丈
夫
か
と
心
配
に
な
り
ま
す
。

と

―

●
　
１
■
●

●
ム
ロ
●

●

▲

コ

～

●
〓
■

口

●

●

は
Ｆ

３

Ｐ

仁
コ

Ｂ

お
努
笈
０
海霧
夕
ど
を
″
夕
の
姥

ズ
塚
著ど
み
患
の
務
妨

α
υ
２

事業者 出日午部ハ
°
ワー阻 榊神戸製鋼所

運転開始 2023～25年 度 2021～22年 度

設備容量 60万 kW× 2基 65万 kW× 2基

発電技術 超臨界圧 ( U S

C )

超臨界圧 ( U S

C )

環境大臣

意見

2015年6月

是認 しがたい

2015年 2月

条件付 :枠組の

具体化他



拷
拷
凌
ゴ
け
脳
３
ぢ
齢
弱
脱
継
石
タ

ヌトッ身錫多法舞話 碁

黒 先  隠 のマ ガ リ四 目

気をつけてください。

(5分 で二段)

‐
請将棋‐

角で追いかけます。

(10倉で 1級 )

黒先 三 々禁 ?

(10分で 3級 )

安
倍
政
権
は
今
国
会
に

「戦
争
法
案
」
を
提
出
し
ま

し
た
。
首
相
は
「平
和
安
全
法
制
」
と
言
い
ま
す
が
、

中
身
は

「戦
争
法
案
」
そ
の
も
の
で
す
。

①
　
ナ】れ
ま
で
政
府
が

「戦

で
い
た
易
所
ま
で
自
衛
隊

へ
の
軍
事
支
援
を
で
き
る

②
　
日
本
が
ど
こ
か
ら
も
一

い
の
に
、
集
団
的
自
衛
権

メ
リ
カ
の
戦
争
に
参
戦
す

③
　
戦
乱
が
続
い
て
い
る
」

派
遣
し
、
治
安
活
動
に
と

遂
行
の
武
器
使
用
を
認
め

「
三
度
と
海
外
で
戦
争
し
な
い
」
と
誓

っ
た

憲
法
の
平
和
原
則
を
根
本
か
ら
破
壊
し
、
日
本
を
米

国
と
と
も
に

「海
外
で
戦
争
す
る
国
」
に
つ
く
り
変

え
る
も
の
で
す
。
多
く
の
憲
法
学
者
が
違
憲
だ
と
批

判
し
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
も
の
が
憲
法
９
条
の
下
で

許
さ
れ
て
い
い
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ア
フ
ガ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
で
は
、
非
戦
間
地
域
で

の
活
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
戦
地
の
ス
ト
レ
ス
か
ら

５４
名
も
の
自
殺
者
を
生
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
法
案
で

自
衛
隊
の
活
動
が
拡
大
す
れ
ば
、
大
き
な
負
担
と
犠

牲
が
生
ま
れ
ま
す
。
い
ま
自
衛
隊
員
の
中
で
、
不
安

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
若
者
を
、
「殺
し
、
殺

さ
れ
る
」
戦
地
に
行
か
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ア
メ
リ
カ
と
い
っ
し
ょ
に
世
界
中
で
戦
争
を
す
る

国
に
な
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
と
同
じ
よ
う
に
軍
事
費
が

大
幅
に
増
え

（増
税
と
福
祉
切
り
捨
て
が
進
む
）
、
武

器
生
産
は
飛
躍
的
に
高
ま
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
な
れ

ば
鉄
を
生
産
し
て
い
る
わ
た
し
た
ち
の
職
場
は
ど
う

な
る
で
し
ょ
う
か
？
間
違
い
な
く
戦
争
の
た
め
の
生

産
が
増
え
て
い
き
ま
す
。

こ
の
法
案
に
反
対
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
た

ち
の
職
場
を
　
戦
争
に
つ
な
が
る
職
場
に
し
な
い
闘

い
で
も
あ
り
ま
す
。
平
和
な
社
会
で
こ
そ
発
展
す
る

企
業
を
目
指
し
て
頑
張
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

い
ま
、
全
国
で

「戦
争
法
案
反
対
」
の
声
と
運
動

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
神
戸
で
も
６
月
２．
日

（日
）

三
宮
の
東
遊
園
地
で
兵
庫
県
弁
護
士
会
主
催
の

「集

団
的
自
衛
権
行
使
容
認
反
対
―
　
兵
庫
大
集
会

・
パ

レ
ー
ド
」
が
行
わ
れ
、
９
，
０
０
０
人

（主
催
者
発

表
）
が
集
ま
り
ま
し
た
。

集
会
の
あ
と
、
大
丸
と
三
ノ
宮
駅
の
二
手
に
分
か

れ
て
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。
「憲
法
守
れ
！
」
「集
団

的
自
衛
権
行
使
容
認
　
反
対
！
」
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を

掲
げ
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

政
府
与
党
は
９５
日
間
の
会
期
大
幅
延
長
を
強
行

し
ま
し
た
。
な
に
が
な
ん
で
も
戦
争
法
案
を
強
行
成

立
さ
せ
よ
う
と
い
う
ね
ら
い
で
す
。

国
会
で
審
議
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
違
憲
性
が
明

ら
か
に
な
り
、
国
民
の
な
か
で
反
対
が
広
が
つ
て
い

ま
す
。
平
和
を
願
う
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
発
揮
さ

れ
つ
つ
あ
り
、
国
民
の
世
論
と
運
動
が
安
倍
政
権
を

追
い
話
め
て
い
ま
す
。

圧
倒
的
多
数
の
国
民
が
反
対
と
な

つ
た
場
合
に
は
、

い
か
に
与
党
が
多
数
で
あ
ろ
う
と
、
強
行
で
き
な
く

な
り
ま
す
。　
一
人
ひ
と
り
の
声
と
運
動
で
廃
案
に
し

て
い
き
ま
し
よ
う
。

く三つの大問題>

九
段
　
結
城

戦
闘
地
域
」
と
呼
ん

隊
を
派
兵
し
、
米
軍

る
よ
う
に
す
る
。

じ
攻
撃
さ
れ
て
い
な

権
を
発
動
し
て
、
ア

す
る
。

守
地
域
に
自
衛
隊
を

と
り
く
ま
せ
、
任
務

め
る
。

三書.申効 2え魚分

あついあつい中、みんなのパワーを感じて、こんなにみんなが反対
しているんだという実感がうれしかつたですね (Tさん)

「武力を行使するとは、人を殺すこと、家や建物を壊すこと」 「 自衛権」
という言葉にまどわされては本質が見えなくなると思いました (Yさん)


